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放射線業務従事者線量等報告書（平成17～22年度） H２２年度　震災前後の比較

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22

人
・
S
v 

総線量（H17～22年度） 

社  員 

その他 

合  計 

0

2000

4000

6000

8000

10000

H17 H18 H19 H20 H21 H22

人
 

放射線業務従事者数（H17～22年度） 

社  員 

その他 

合  計 

0.0

0.5

1.0

1.5

H17 H18 H19 H20 H21 H22

ｍ
S
v 

平均線量（H17～22年度） 

社  員 

その他 

合  計 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22

ｍ
S
v 

最大線量（H17～22年度） 

社  員 

その他 

0

2000

4000

6000

H22.4.1～H23.3.11 H23.3.12～H23.3.31 

人
 

H22年度 放射線業務従事者 新規登録者数（震災前後） 

社  員 

その他 

合  計 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

H22.4.1～H23.3.11 H23.3.12～H23.3.31 

人
・
S
v 

H22年度 総線量（震災前後） 

社  員 

その他 

合  計 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

H22.4.1～H23.3.11 H23.3.12～H23.3.31 

ｍ
S
v 

H22年度 平均線量（震災前後） 

社  員 

その他 

合  計 

0

5

10

15

20

H22.4.1～H23.3.11 H23.3.12～H23.3.31 

ｍ
S
v 

最大線量（震災前後） 

社  員 

その他 

 

≪H17～H22年度の線量比較≫ 
 
◆H２２年度の放射線業務従事者数は、震災対応により社員が倍増（H21：699人→H22：1486人）しており、これによ
り、社員分の総線量も倍増（H21：0.19Sv→H22：0.39Sv）している。 

◆H２２年度の平均線量は、過去5年と同程度となっている。 
◆H２２年度の最大線量は、年間20ｍSvの超過はなく、過去５年と同程度となっている。 

 

≪震災前後（H23.3.11以前・H23.3.12以降）の比較≫ 
 

◆社員の新規登録数については、震災前１３６人から、震災後７３０人と登録者数が大きく増加している。こ

れは、配電部門などの震災時の応援者が２F作業に従事したことにより増加している。企業登録数について

は、震災後の登録者数は２５１名となっている。 
◆総線量については、社員分は、震災前0.22ｍSv、震災後0.17ｍSvで、震災後の短期間で震災前と同程度
の線量が発生している。これは、１F事故により、構内の線量が上昇したことと上記の通り、応援者が来所
し、従事者数が倍増したためである。企業分については、震災前は定期検査を実施していたことから、震災
前の線量が大きい。 
◆震災後の最大線量は、社員１．７７ｍSv、企業７．６４ｍSvで１F事故影響により、構内での線量が大きく寄
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